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２０２2 年 9 月～１２月の活動 

○教育・学習 WG: 

 ・小学校への出前授業 

   9 月 26 日 袋町小学校 （中区）  

      5 年生   39 名+先生 3名 

11 月 19 日 宇品東児童館 （南区）  

      低学年   10 名+先生 3名 

○イベント WG: 

 ・環ッハッハ in よしじまへの出展  

１０月９日 広島市環境局中工場(中区) 

○施設見学会: 

 ・１２月１６日 太平電業(株) 

西風新都バイオマス発電所(安佐南区) 

  

活動詳細レポート 
環ッハッハ in よしじまへの出展  

 今年は、規模を縮小しての現地開催になり、協 
議会も「自転車ルールの普及啓発」「段ボールコ 
ンポストの紹介」「グリーンカーテンの紹介」を行 
った。 

  西風新都バイオマス発電所の見学 

２０１９年１０月に運転開始された太平電業(株)

の西風新都バイオマス発電所を参加者１０名で見

学させていただいた。机上説明の後、木質チップ

の製造建屋からチップ倉庫・蒸気タービン発電機・

CO2 回収装置・バイオマスボイラー設備・ビオトー

プ・農業ハウス(いちごとトマトを育成中)と、構内 

設備を現地説明していただいた後、事務所に戻

っての質疑応答など約２．５時間の見学でした。 

今回の見学会によって、バイオマス発電と CO2

の活用についての理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(木質チップ製造建屋)未利用材などを活用 

          県内産が約９割 

 

 

 

 

 

 

(チップ倉庫)木質の水分管理 

 

 

 

 

 

 

(発電機) 定格出力 7100kW 

≪編集・連絡先≫ 

広島市地球温暖化対策地域協議会 

[事務局]広島市環境局温暖化対策課 
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(CO2 回収装置) 回収能力０．３トン/日 

 

 

 

 

 

 

 

 

(バイオマスボイラー) 用水は地下水利用 

 

 

 

 

 

 

(ビオトープ) 地下水を利用、蛍を育てる 

 

 

 

 

 

(農業ハウス内)C02 回収装置で回収した CO2 

を供給し、室内の CO2 濃度を 

2000ppm に管理して、いちご 

とトマトの育成実験中 

その他、構内法面には、太陽光発電設備 

(定格出力 824.9kW)が設置されている。 

今後の活動予定 
○協議会全体会議: 

・1 月２7 日１０時～ 市役所４階共用会議室  

 

   広広島島市市かかららののおお知知ららせせ  
「環境サポーター養成講座 短期集中コース」 

環境ボランティアとしての基礎知識を学習し

ます。対象者は１８歳以上で、募集は先着 25 人

です。環境に関心を持っている方、ボランティ

アとして環境を守る活動をしてみたい方はぜ

ひ応募ください。 

  申込締切 令和５年１月２５日(必着) 

  開 催 日  ２月２５日・２６日 

       ３月４日・５日  全４回 

  開催場所 広島市牛田公民館など 

「広報ひろしま市民と市政 12 月 1 日」で案内し

ています。また、区役所・公民館にはチラシを置い

ていますのでご覧ください。 

問い合わせ先 温暖化対策課(504-2185) 

次次号号((5588 号号))のの掲掲載載予予告告 

3 月末発行予定 

○令和４年度の活動を振り返って 

 

協協議議会会活活動動参参加加へへののおお誘誘いい  

温暖化は私たち「みんなの問題」。私たちとと

もに温暖化防止活動に取り組みましょう。協議会

では、あなたの参加を待っています。 

 

編編集集後後記記 

１２月１日から冬の節電要請が全国規模で開始
されています。無理のない範囲での節電協力を
しましょう 
この情報誌は、年４回発行しています。載せて

ほしい情報やご意見などをお寄せください。お
待ちしています。 
  E－mail:ondanka-t@city.hiroshima.lg.jp 
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